
 

授業中の生成AI使用について 

 

・授業中は、原則として生成AIを使いません 

 

具体的には、次のような場面です。 

●​ コーチやメンターから質問され、答えに詰まったとき 

●​ ブレイクアウトルームでのディスカッション中 

●​ 発表やスピーチの本番中 
 

こうした場面では、生成AIやオンライン辞書で調べず、いま自分が持っている語彙と表現でやりとりしてみてください。 

・なぜそうしているのか 

 

LinguaHackersが目指しているのは、人と人が向き合って話す力です。オンラインの授業ではありますが、その先にあるの

は、目の前の相手とその場でやりとりできるようになることだと考えています。 

実際の会話に、調べる時間はありません。知っている言葉をやりくりして、なんとか伝える。この経験を重ねることでしか身

につかない力があります。 

授業中に生成AIに聞けば、正しい英文はすぐに手に入ります。ただ、そこで得られるのは正解であって、自分で伝えきった経験

ではありません。だからこそ、授業の時間は「調べない時間」として使ってほしいと考えています。 

・言えないときは、どうすればいいか 

 

遠回りな言い方でも、簡単な単語の組み合わせでもかまいません。それでも難しければ、日本語で言ってもらって大丈夫で

す。 

その上で、コーチやメンターが、その場で英語での言い方をお伝えします。これはリンガが普段からお伝えしていることでも

あります。 

・授業のあとは、生成AIを活用してください 

 

授業中に言えなかった単語や表現を、ぜひメモに残しておいてください。メモした「言いたかったけれど言えなかったこと」

は、復習にそのまま使えます。「これは英語でどう言えばよかったのか」「自分の言い方より自然な表現はあるか」。そう

いった質問は、ぜひ生成AIに聞いてみましょう。 

宿題や自習も同じで、まず自分で書いてみる・話してみる。その上で生成AIに見てもらう。この順番であれば、生成AIは心強

い味方になります。 

授業中に言葉に詰まることは、まったく問題ありません。うまく言えなかった場面こそ、次に伸びるきっかけになりま

す。安心して、いまの自分の英語で話してみてください。ご不明な点は、事務局までお問い合わせください。 

【リンガハッカーズ運営事務局：elt@taktopia.com】 

 


